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内容の要旨及び審査の結果の要旨
日常の歯科口腔外科臨床で多く遭遇する顎関節症は顎関節の痙痛，雑音および開口障害を主症状とする疾患で殆ど
の患者は保存的療法で治癒する。しかし，本症発現の本態とされる関節円板前方転位が復位性から進行して非復位性
となり，さらに重症化して円板穿孔や変形性関節症（osteoarthritis：以下，ＯＡと略）に至ると，外科的治療を必
要とすることがある。従って，ＯＡに至るこれら一連の退行変性過程を基質分解酵素発現の程度を含めて組織化学的
に解明することは本症の診断・治療上，有益な情報が得られるものと考え，本研究を行った。用いた材料は年齢62歳
から95歳までの解剖実習用遺体51体から得られた85関節で，これらの肉眼的所見，組織学的所見ならびに顎関節内滑
液分析で高率に検出されたマトリックスメタロプロテアーゼ２（matrixmetallproteinase-2：以下，MMP-2と略，
添付参考論文）発現との関連性を検討した。得られた結果は以下のように要約される。
１）顎関節の肉眼的所見では85関節中11関節（129％）に円板穿孔が，また59関節（69.4％）に明らかなＯＡが認
められた。
２）全85関節の下顎頭軟骨の組織化学的変化を全体構造，細胞所見，基質破壊像および石灰化前線の連続性の４項
目に分け，それぞれの変性度に最高１－６点の点数を付与した重症度分類（Mankin，sgrading：０－１４点）で
評点すると２－１２点に広く分布し，平均は8.9点±3.5とやや重度の変性にあった。
３）円板穿孔の有無と，この組織学的重症度評点との関連では穿孔有り11.7点，無し7.0点と両者間に有意差が認
められた（Ｐ＜0.05)。
４）またＭＭＰ-2陽性細胞は正常下顎頭にはなく，下顎頭軟骨内の亀裂や細線維化といった退行変性が強くなるほ
ど軟骨細胞と周囲の基質に多く認められ，統計解析の結果，全細胞中に占めるＭＭＰ-2陽性細胞率０－８８％と組
織学的重症度評点との間には強い相関性が認められた（ｒ＝0.86)。
以上，本研究は遺体顎関節における変形性関節症の発症に関節円板障害による局所力学的負荷の影響が強いこと，
またその際，ＭＭＰ-2陽性細胞発現の程度が下顎頭軟骨の退行変性度に相応して強かったことを免疫組織化学的に明
らかにした点で，変形性顎関節症の病態解明に寄与する価値ある論文とされた。
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